
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

（１組：山林・小松）（２組：榎・山林） （３組：小松・榎） （４組：山林・小松）（５組：小松・榎） （６組：榎・山林）

東村山 国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者と

の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする
ことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の
向上を図る態度を養う。

東京書籍「新編現代の国語」（現国701）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
生涯にわたり国語を尊重して、その能力の向上を図る態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

単元「自分の好きなものを紹介しよう」
【知識及び技能】
・言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解
できる。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなど
に配慮した表現や言葉遣いについて、理解し使うことが
できる。
・文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・（読む）文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述をもとに的確に捉え要旨や要点を
把握している。
・（話聞）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話
題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え
合う内容を検討している。
・（話聞）自分の考えが的確に伝わるよう自分の立場や
考えを明確にするとともに、相手の反応を予想して展開
を考えるなど、話の構成や展開を工夫している。
・（話聞）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や
構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに聞き
取った情報を整理して自分の考えを広げたり深めたりす
ることができる。

・指導事項
　発表原稿作成
　発表
　相互評価
　文章読解

・教材
「ルリボシカミキリの青」
「国語表現ナビ」

○ ○ ○

知技
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文章
中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするために必
要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の構造や
特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
思判表
・、文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開
などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把
握している。
態度
・粘り強く筆者の主張の要旨を捉え、自分の興味・関
心を確認し、考えをまとめ、伝えようとしている。
・話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価す
るとともに聞き取った情報を整理して自分の考えを広
げたり深めたりしようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 25

定期考査 ○ ○ ○

２
学
期

単元「わかりやすい説明をしよう」
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなど
に配慮した表現や言葉遣いについて、理解し使うことが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・（話聞）自分の考えが的確に伝わるよう自分の立場や
考えを明確にするとともに、相手の反応を予想して展開
を考えるなど、話の構成や展開を工夫できる。
・（話聞）話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状
況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、話
の構成や展開を工夫できる。
・（話聞）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や
構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに聞き
取った情報を整理して自分の考えを広げたり深めたりす
ることができる。

・指導事項
　発表原稿作成
　ロールプレイ
　相互評価
　

・教材
「わかりやすい説明をしよう」
「国語表現ナビ」
　

○ 〇 〇

知技
・話し言葉の表現や言葉遣いについて理解し、使って
いる。
・話の効果的な組み立てや接続の仕方を理解してい
る。
思判表
・自分の考えが的確に伝わるよう話の構成や展開を工
夫している。
・論理の展開を予想しながら聞き、話の内容・構成・
展開・表現を評価し、情報を整理し、自分の考えを深
めたり広げたりする。
態度
・自分の考えが的確に伝わるよう話の構成や展開を工
夫しようとしている。
・自分の考えを深めたり広げたりしようとして聞いて
いる。

○ 〇 〇

25単元「メディアとの付き合い方を考えよう」

【知識及び技能】
・文章の構成・展開を把握し、具体例と論の関係をとら
えることができ、筆者の主張を把握することができる。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深
め使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文での筆者の主張を把握し、理解することができ
る。
・目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を
相互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈する
ことができ、自分の考えを深めることができる。
【学びに向かう人間性等】
・筆者の主張をきっかけに、自身のメディアとの付き合
い方や、思考をどう構築していくか、考え、文に表現す
ることができる。

・指導事項
　文章読解

・教材
「未来をつくる想像力」
「国語表現ナビ」

〇

知技
・文章の構成・展開を把握し、具体例と論の関係をと
らえることができている。また、筆者の主張を把握す
ることができている。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文章
中で使っている。
・実社会において必要な語句の量を増やすとともに、
語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを
理解している。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
思判表
・文章の内容や構成、論理の展開などについて的確に
捉え、要旨や要点を把握している。
態度
・粘り強く筆者の主張の要旨を捉え、自分のメディア
との付き合い方を考え、まとめようとしている。

〇

○ ○

３
学
期

単元「社会と関わる」
【知識及び技能】
・文、話、文章の効果的な組み立て方について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章を読み、論理の展開や要旨を把握することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・筆者の体験談から、仕事に対する思いを理解し、職業
について見聞きしたことを発表することができる。

・指導事項
　発表原稿作成
　発表
　相互評価
　文章読解

・教材
「鍋洗いの日々」
「国語表現ナビ」

○ ○ ○

定期考査 ○

定期考査 ○

70

○ ○

合計

知技・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕
方について理解している。
思判表・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に
的確に捉え、要旨や要点を把握している。
態度・筆者の仕事に対する思いを進んで理解し、職業
について見聞きしたことを発表しようとしている。

○ ○ ○ 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科 国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

・いろはうたを、正しく音読することができ
る。
・いろはうたと、五十音図の違いについて理解
している。

○ ○

5

E　 単元　古文に親しむ
【知識及び技能】
正しい読み方で、音読する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品についての情報をまとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
工夫をしながら暗唱する。

・古文に親しむ
　『竹取物語』『枕草子』『源氏物
語』『方丈記』『平家物語』『徒然
草』『奥の細道』冒頭部
・暗唱テスト

〇 〇

・歴史的仮名遣いの読み方のルールを理解し、
正しく音読をすることができる。
・主体的に作品を選択し、工夫をしながら暗唱
しようとしている。
・図説やデジタル教材を用い、作品についての
情報を整理できる。

○ ○ ○

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知
領域

評価規準

３
学
期

・品詞分類表を理解する。
・語句を終止形に直し、辞書で意味を調べるこ
とができる。
・動詞の活用形、活用の種類を見分けることが
できる。
・文学史について、図説を用い整理できる。

〇〇

定期考査

〇

〇

１
学
期

A 単元　さくらさくらさくら
【知識及び技能】
常用漢字の読み書きに慣れる。
【思考力、判断力、表現力等】
ものの見方、感じ方、考え方を捉え内容を理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
桜に対する感性について理解を深め、自ら俳句
で示す。

・本文中の漢字
・本文中の語句
・桜に対する俳句の作成

○

D　 単元　歴史的仮名遣い
【知識及び技能】
歴史的仮名遣いと、現代的仮名遣いの読みの違
いについて知る。

・歴史的仮名遣い（特にハ行、長
音）の読みのルールを学ぶ。

○ 〇

・歴史的仮名遣いの読み方のルールを理解す
る。

C　 単元　いろはうた
【知識及び技能】
いろはうたを正しく音読できる。
【思考力、判断力、表現力等】
五十音図といろはうたの違いを理解する。

・いろはうた
・五十音図との違い
・五十音図小テスト

定期考査 ○ ○

〇〇

定期考査

東村山

（６組：榎）

【学びに向かう力、人間性等】
言語がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

言語文化

配当
時数

（１組山林）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化 2

（２組：榎） （３組：山林） （４組：榎） （５組：山林）

態

言語文化

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付
けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする
力を伸ばし、他者との関わりの中で伝えあう力を高め、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

『新編言語文化』(東京書籍)

国語

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
生涯にわたり国語を尊重して、その能力の向上を図る態度を養う。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

〇

○

12

・本文中の漢字について、正しく読み書きでき
る。
・筆者のものの見方、考え方を読み取ろうとし
ている。
・桜に対する俳句を作成する。 ○ ○ ○

〇

・訓読のきまりについて、理解をする。
・故事成語を調べ、まとめることができる。

〇

○

14〇

G　単元　故事成語
【知識及び技能】
訓読のきまりを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
我が国と中国の文化の関係を知ろうとしてい
る。

・訓読のきまり
・故事成語について

・本文中の漢字について、正しく読み書きでき
る。
・登場人物の心情を読み取ることができる。
・下人のその後や、主題について叙述を基に考
えようとしている。

B　単元　羅生門
【知識及び技能】
作中の語句・表現を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物のおかれている状況や心情を読み取ろ
うとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
心情変化を読み取り、主題について考えようと
している。

・文学史
・本文中の漢字
・本文中の語句

定期考査 ○ ○

〇 〇

4

○ ○ 5

○

14〇

H　単元　和歌（百人一首）
【知識及び技能】
正しく読むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
気に入った和歌についてまとめることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
和歌の表現を味わう。

・気に入った和歌を調べる。
・正しく読むことができる。
・口語との違いを理解する。

定期考査

8

・歴史的仮名遣いの読み方を理解することがで
きる。
・我が国の伝統文化である歌について、理解す
ることができる。

合計

70

〇〇

F 単元　猫また（『徒然草』）
【知識及び技能】
・文語のきまりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、
内容を理解しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容を的確にとらえようとしている。

・歴史的仮名遣いの読み方
・本文中の古文単語
・用言
・文学史



東村山 高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

合計
70

定期考査

○ 6

○ ○ ○ 6

○ ○

３
学
期

A単元【『源氏物語』「光源氏の誕生」】

【知識及び技能】
　古語や古文を読解する上で基礎的な文法に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　古文の内容について、古語の意味を手掛か
りに、内容や展開を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　作り物語に親しみを持ち、主体的に自らの
言語感覚や考え方を深めようとしている。

・指導事項
　音読
　古語の意味
　敬語の用法
　現代語訳

・教材
　教科書・図説・補助教材

○

【知識・技能】
　本文中の古文重要語句や用法を理解している。
【思考・判断・表現】
・古語の意味を理解し、文脈や背景に沿った適切な現代語訳
をしている。
・歴史的仮名遣いに気を付けながら、音読している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出物が丁寧に取り組まれ、期限を守って提出されてい
る。
・授業に必要な教材を準備し、集中して取り組んでいる。

○ ○

○ ○

【知識・技能】
・本文中の古文重要語句や用法を理解している。
・文中の語句の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
・古語の意味を理解し、文脈や背景に沿った適切な現代語訳
をしている。
・二首の和歌の関係とその意図について理解している。
・歴史的仮名遣いに気を付けながら、音読している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出物が丁寧に取り組まれ、期限を守って提出されてい
る。
・授業に必要な教材を準備し、集中して取り組んでいる。

○ ○ ○ 15

定期考査 ○ ○

２
学
期

A単元【『土佐日記』「馬のはなむけ」】
【知識及び技能】
　古語や古文を読解する上で基礎的な文法に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　古文の内容について、古語の意味を手掛か
りに、内容や展開を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　日記文に親しみを持ち、主体的に自らの言
語感覚や考え方を深めようとしている。

・指導事項
　音読
　古語の意味
  助動詞の活用
　現代語訳
　

・教材
　教科書・図説・補助教材

〇 ○

【知識・技能】
・本文中の古文重要語句や用法を理解している。
・文中の古語の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
・古語の意味や時代背景を理解し、「門出」の内容や展開を
理解している。
・歴史的仮名遣いに気を付けながら、音読している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出物が丁寧に取り組まれ、期限を守って提出されてい
る。
・授業に必要な教材を準備し、集中して取り組んでいる。

○ ○ ○ 16

定期考査 　 ○ ○
B『伊勢物語』「初冠」

【知識及び技能】
　古語や古文を読解する上で基礎的な文法に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　古文の内容について、古語の意味を手掛か
りに、内容や展開を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　歌物語に親しみを持ち、主体的に自らの言
語感覚や考え方を深めようとしている。

・指導事項
　音読
　古語の意味
　助動詞の活用
　現代語訳
　

・教材
　教科書・図説・補助教材

定期考査 　 ○ ○

　 ○ ○
B単元【『十訓抄』「大江山の歌」】
【知識及び技能】
　古語や古文を読解する上で基礎的な文法に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　古文の内容について、古語の意味を手掛か
りに、内容や展開を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　日記文や説話に親しみを持ち、主体的に自
らの言語感覚や考え方を深めようとしてい
る。

・指導事項
　音読
　古語の意味
　動詞の活用
　形容詞・形容動詞の活用
　和歌の修辞法
　現代語訳
　

・教材
　教科書・図説・補助教材

〇 ○

【知識・技能】
　本文中の古文重要語句や用法を理解している。
　文中の語句の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
・古語の意味を理解し、「大江山の歌」の内容や展開を理解
している。
・歴史的仮名遣いに気を付けながら、音読している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出物が丁寧に取り組まれ、期限を守って提出されてい
る。
・授業に必要な教材を準備し、集中して取り組んでいる。

○ ○ ○ 15

思 態
配当
時数

１
学
期

A単元【蛇足】
【知識及び技能】
　漢文の訓読の基礎を理解し、書き下し文に
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　故事の内容について、古語の意味を手掛か
りに、内容や展開を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文に親しみを持ち、主体的に自らの言語
感覚や考え方を深めようとしている。

・指導事項
　訓点
　訓読文
　書き下し文
　再読文字
　現代語訳

・教材
　教科書・図説

○

【知識・技能】
・訓読文を書き下し文にすることができている。
・文中の語句の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
・古語の意味を理解し、「蛇足」の内容や展開を理解してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出物が丁寧に取り組まれ、期限を守って提出されてい
る。
・授業に必要な教材を準備し、集中して取り組んでいる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 12

定期考査

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊
重して、その能力の向上を図る態度を養う。

古典講読

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に
付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。

古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関
わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり
深めたりすることができるようにする。

古典に親しむことで言葉のもつ価値を認識し、自己の考え
を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。

（６組：小松）

東京書籍　『新編古典探究』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

国語 古典講読
国語 古典講読 2

（１組：山崎） （２組：小松） （３組：小松） （４組：小松） （５組：山崎）



高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話
聞

書 読

12

K　 単元　学び直し
【知識及び技能】
(1)ア

『国語必携ライトパーフェクト演習』
「第２編・基礎編②」
・身につけたい漢字／慣用表現
　表現／語彙／文章題
『漢字ボックス』反復ノート
「3級第8回～第11回」
・書き／読み／類義語／対義語など

○

【知技】
・実社会に必要な国語の知識を身に付けている。

○ ○ 16

I　 単元　学び直し
【知識及び技能】
(1)ア

『国語必携ライトパーフェクト演習』
「第２編・基礎編②」
・身につけたい漢字／慣用表現
　表現／語彙／文章題
『漢字ボックス』反復ノート
「3級第4回～第7回」
・書き／読み／類義語／対義語など

○

【知技】
・実社会に必要な国語の知識を身に付けている。

○ ○ 12

12
〇

J　単元【知のゆくえ】【広がる風景】
「もう一つの知性」「対話とは何か」
【知識及び技能】
(1)ア、イ、ウ
【思考力、判断力、表現力等】
読むこと(1)ア、カ
【作文】志望動機

E　単元　学び直し
【知識及び技能】
(1)ア

『国語必携ライトパーフェクト演習』
「第１編・基礎編①」
・慣用表現／表現／語彙／文学史
『漢字ボックス』反復ノート
「4級第7回～第10回」
・書き／読み／類義語／対義語など

○

【知技】
・実社会に必要な国語の知識を身に付けている。

○ ○

国語

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
生涯にわたり国語を尊重して、その能力の向上を図る態度を養う。

12

B　単元　学び直し
【知識及び技能】
(1)ア

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知技】
・実社会に必要な国語の知識を身に付けている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○○

１

学

期

A　単元【広がる風景】
「世界をつくり替えるために」
【知識及び技能】
　(1)ア、イ、ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと(1)ア、ウ

・「世界をつくり替えるために」
小林康夫

『国語必携ライトパーフェクト演習』
「第１編・基礎編①」
・慣用表現／表現／語彙／文学史
『漢字ボックス』反復ノート
「4級第3回～第6回」
・書き／読み／類義語／対義語など

12

○

C　単元【現実の中で】
「安心について」
【知識及び技能】
(1)ア、イ、ウ
【思考力、判断力、表現力等】
読むこと(1)ア、エ

・「安心について」廣淵升彦

合計

12

12

16

12

〇 〇

140

〇 〇

【知技】文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深めてい
る。
【思判表】文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握している。

12

論理国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにす
る。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に
考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

東京書籍　『新編論理国語』

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

態

定期考査

〇

○ ○

〇

〇〇

〇

【知技】論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思判表】主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、内容を解釈
している。

○ ○

領域
評価規準 知

○

〇

東村山

（６組：鮫島 ）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会
に関わろうとする態度を養う。

論理国語

配当
時数

（１組：山崎 ）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 4

（２組：鮫島 ） （３組：山崎 ） （４組：山崎  ） （５組：鮫島  ）

定期考査
○

○○

【知技】
・文や文章の効果的な組み立て方や、接続の仕方について理解を深めている。
【思判表】
・読むことにおいて、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、
文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

〇

〇○

○

【知技】
・言葉には言葉そのものを認識したり、説明したりすることを可能にする働き
があることを理解している。
【思判表】
・タイトルに象徴される筆者の考えを手掛かりにして、自分の生き方について
考えることができる。
【主】
・積極的にタイトルに象徴される筆者の考えを読み取り、今までの学習を生か
して自分の経験を振り返り、これからの生き方について考えようとしている。

○

・「最初のペンギン」茂木健一郎

○

D　単元【時代をひらく】
「最初のペンギン」
【知識及び技能】
(1)ア、イ、ウ
【思考力、判断力、表現力等】
読むこと(1)ア、エ、カ

【知技】
・言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働き
があることを理解している。
【思判表】
・文や文章の効果的な組み立て方や、接続の仕方について理解を深めている。

○

３

学

期

定期考査
〇 〇

２

学

期

定期考査
〇 〇

〇

『国語必携ライトパーフェクト演習』
「第２編・基礎編②」
・身につけたい漢字／慣用表現
　表現／語彙／文章題
『漢字ボックス』反復ノート
「４級第１1回～3級第3回」
・書き／読み／類義語／対義語など

○

・「もう一つの知性」
姜尚中
・「対話とは何か」
細川英雄

H　単元【科学と人間】
「ロボットが隣人になるとき」
【知識及び技能】
(1)ア、イ
【思考力、判断力、表現力等】
読むこと(1)ア
【作文】自分をアピールする

・「ロボットが隣人になるとき」
野矢茂樹

〇 〇

〇

【知技】言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能する
働きがあることを理解している。
【思判表】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成・論理
の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。
【主】他者と協力をしながら、一台端末を使用し、発表の準備をすることがで
きる。

【知技】
・実社会に必要な国語の知識を身に付けている。

○ ○

F　単元【新しい視点から】
「物語の外から」
【知識及び技能】
(1)ア、イ、ウ
【思考力、判断力、表現力等】
読むこと(1)ア、カ
・修学旅行調べ学習

・「物語の外から」岸政彦
・修学旅行調べ学習（一台端末）

定期考査

〇

G　単元　学び直し
【知識及び技能】
(1)ア



高等学校 令和8年度（3学年用） 教科 国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・

聞 書 読

〇

〇

【知識・技能】
・登場人物同士の関係や心情を理解しよう
としているか。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしよう
としているか。
・繰り返し音読をし、積極的に詩の構成や
リズムを理解しようとしているか。

３
学
期

定期考査 〇 〇

２
学
期

定期考査 〇 〇

〇

〇

〇

・仕事に向き合う態度と友人への思
いがどのように変化するかを捉え、
主人公にとっての卒業の意味を考え
る。
・文語詩に親しみ、多様な隠喩を通
して、こころを描きだすイメージの
豊かさを味わう。

①卒業（魚住直子）
②こころ（萩原朔太郎）

・作品中の表現に注意しながら、私
が幹生の見つめていたものに気がつ
くまでの心情の変化を把握する。
・端末を効果的に使い、他者にとっ
て分かりやすいプレゼンの仕方を学
ぶ。

定期考査 ○

「高校生活で頑張ったこと」・自身の体験を棚卸し、文章にする
作文

〇 〇

【主体性】
・卒業という題名の意味について、自分の
考えをまとめようとしている。
・我が国の言語文化の特質について理解を
深めようとしている。

〇

①ひよこの眼（山田詠美）
②鼻（芥川龍之介）
③プレゼン「好きなものの紹介」
（ICT端末を使う）

〇

○○

【思考・判断・表現】
・二度と失ってはならないものとは何かに
ついて、自分の意見を積極的に文章にまと
めようとしている。

〇〇

○

【思考・判断・表現】
・自身の体験を分かりやすくまとめること
ができる。

○

〇 ○

【知識・技能】
・内容や構成、展開、場面設定や描写の仕
方、表現の特色などを的確に捉えている
か。 ○ ○ ○

評価規準 知

○

〇

〇

東村山

（６組：武川・柳澤）

【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生姜にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

文学国語

配当
時数

（１組：武川・柳澤）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語 4

（２組：武川・柳澤） （３組：武川・柳澤）（４組：武川・柳澤）（５組：武川・柳澤）

文学国語

深く共感したり、豊かに想像したりする力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりする
ことができるようにする。

第一学習社『文学国語』）

国語

生涯にわたる社会生活における他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

態

合計

16

25

16

25

〇 〇
140

〇

領域

25

定期考査

〇

○ ○

〇

〇〇

〇

【思考・判断・表現】
・最後の段落の私の思いについて、自分の
考えを積極的に文章にまとめようとしてい
る。
・他者の立場に立ってわかりやすいよう
に、プレゼンをする。

・登場人物同士の関係や心情を把握
しながら読み、僕の発言の背景にあ
るものを理解する。
・短編小説の特色を理解し、ほんと
の再開を繰り返すたびに実感される
私の変化を読み取る。
・汚れっちまった悲しみとは何か、
詩中の表現をもとにして考え、詩の
内容と韻律を深く味わう。

①バクダッドの靴磨き（米原万里）
②旅する本（角田光代）
③汚れつちまつた悲しみに…（中原
中也）

〇

定期考査

〇

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその
能力の向上を図る態度を養う。

16

・詩の中の自然の描かれ方に注目
し、いもうととわたくし、それぞれ
の心情を想像しながら味わう。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【主体性】
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上
の効果や作品世界、そこに込められた心情
などを理解しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇

１
学
期

・少年との交流による私の心理の変
化と、デュークをの死を受け入れる
までの過程を読み取る。
・時間の経過とともに登場人物の心
情と行動に生じる変化を追い、題名
にこめられた意味を考える

デューク（江國香織）
相棒（内海陸一郎）

永訣の朝（宮沢賢治）

17

○

・場面が変わる文展開を把握し、各
場面における登場人物の心情を読み
取る。

ナイン（井上ひさし）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付
けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。



高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組（選択者）

教科担当者：

使用教科書：東京書籍『新編論理国語』）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・

聞 書 読

○ ○

○

３
学
期

２
学
期

・志望動機・志望動機を明確にし、文章にま
とめる。

〇 〇

・テーマに合わせて情報収集をすることが
できている。
・表現工夫がされている。

・小論文

〇

〇

・スピーチ（プレゼンテーショ
ン）

・文章の構成を意識しながら、相
手を説得させるような文章の書き
方を習得させる。

〇

・進学、就職先に合わせた志望動機を書い
ている。
・質問事項に対する答えをまとめ、話し方
や話す順序などを工夫している。

〇

・進学、就職先に合わせた自己PR文を書い
ている。
・敬語表現を理解し、実際に使えるように
なっている。

〇 〇

・進学、就職先に合わせた志望動機を書い
ている。

○

〇 ○

・自己の特徴をとらえ、表現能力の実態を
把握している。
・話し言葉と書き言葉の違いを理解し、実
際に使える。 ○

東村山

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通
して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

小論文演習

配当
時数

柳澤

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 小論文演習 2

小論文演習

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする
力を伸ばし、実社会における他者との多様な関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広めたり深めたり
することができるようにする。

国語

生涯にわたる社会生活における他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

態

合計

6

7

6

13

70

〇

〇

○○

領域
評価規準 知

13

〇

〇

〇

・小論文、要約文の基本的な書き方を意識
しながら、文章を書いている。

・志望動機を明確にし、構成を意
識しながら、文章にまとめる。
・面接での質問事項に対する答え
をまとめる。

・志望動機
・面接対策

〇

〇

〇

〇

〇

・プレゼンテーションのテーマに
合わせた情報収集について考え
る。
・情報の資格化や効果的な話し方
を工夫する。

国語

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその
能力の向上を図る態度を養う。

6

・基本的な小論文の段落構成を理
解する。
・情報、通信に関する問題点と解
決策を考える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・小論文の基本的な書き方を理解して、文
章を書いている。
・情報、通信に関して、問題意識を持って
いる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇 〇１
学
期

・自己の特徴を考え、表現する。
・自己の表現能力の実態を把握す
る。
・話し言葉と書き言葉の違いを理
解する。

・スピーチ（自己PR）
・話し言葉と書き言葉

・小論文（情報・通信）

〇

7

○

・自己の長所、短所を把握したう
えで自己PR文を書く。
・敬語表現を理解させ、会話の中
で使えるようにする。

・自己PR文章
・敬語



高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組（選択者）

教科担当者：武川

使用教科書：東京書籍『新編論理国語』

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・

聞 書 読

○ ○

○

〇

３
学
期

２
学
期

〇 〇

・さまざまな文章の読解方法を理解し、演
習に生かしている。
・文章の百字要約をする。
・漢字や語句を書き、練習して覚えてい
る。
（小テスト・ワーク・プリントなど）

〇

『アライブ国語常識』
原稿用紙の使い方、自己ＰＲ、志
望動機
『LT現代文２』（第17回～第20
回）

〇

〇

『アライブ国語常識』漢字の読み
書き、対義語類義語、文法、一般
常識、文学史
『LT現代文２』（第21回～第23
回）

・原稿用紙の使い方などを習得す
る。
・評論の読解方法を学び、演習で
解答作成の手順を理解する。

・評論、グラフ、実用文の読解方法を理解
し、演習に生かしている。
・図や実用的な文章の読解方法を理解す
る。
・漢字や語句を書き、練習して覚えてい

〇

・評論、グラフ、実用文の読解方法を理解
し、演習に生かしている。
・文章の百字要約をする。
・漢字や語句を書き、練習して覚えてい
る。
（小テスト・ワーク・プリントなど）

〇〇 ○

・評論の読解方法を理解し、演習に生かし
ている。
・漢字や語句を書き、練習して覚えてい
る。
（小テスト・ワーク・プリントなど）

○

東村山

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。

現代文演習

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】現代社会を生きる上で必要な国語の一般常識（漢字・語彙・文学史など）を身に付ける。

国語 現代文演習 2

現代文演習

現代社会に必要な国語の一般常識や技能を身に
付けるようにする。

現代の評論や小説を読む力を身に付け、ものの
見方や感じ方、様々な視点からの広い考え方を
身に付ける。

国語

入学試験、就職試験に向けて、表現力（文章を書く力、話す力など）を養成する。

態
領域

合計

8

6

14

70

〇

〇

評価規準 知

14

〇

〇

〇〇

〇

・評論、グラフ、実用文の読解方法を理解
し、演習に生かしている。
・原稿用紙の使い方を理解し、志望動機な
どに生かしている。
（小テスト・ワーク・プリントなど）

・漢字や語句、文学史の内容を習
得する。
・評論の読解方法を学び、演習で
解答作成の手順を理解する。

『アライブ国語常識』漢字の読み
書き、対義語類義語、文法、一般
常識、文学史
『LT現代文２』（第13回～第16
回、図の活用と実用的な文章）

〇

〇 〇

・漢字や語句、文学史の内容を習
得する。
・評論の読解方法を学び、演習で
解答作成の手順を理解する。
・文章の要約する。

国語

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

8

・漢字や語句、文学史の内容を習
得する。
・評論、グラフ、実用文の読解方
法を学び、演習で解答の手順を理
解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

・評論、グラフ、実用文の読解方法を理解
し、演習に生かしている。
・漢字や語句を書き、練習して覚えてい
る。
（小テスト・ワーク・プリントなど）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇 〇
１
学
期

・漢字や語句、文学史の内容を習
得する。
・評論の読解方法を学び、演習で
解答作成の手順を理解する。

『アライブ国語常識』漢字の読み
書き、対義語類義語、語のつなが
り、文学史

『LT現代文２』（第１回～第４
回）

『アライブ国語常識』漢字の読み
書き、対義語類義語、慣用句、こ
とわざ、文学史
『LT現代文２』（第５回～第７
回）

8

○

・漢字や語句、文学史の内容を習
得する。
・評論、グラフ、実用文の読解方
法を学び、演習で解答方法の手順
を理解する。
・文章の要約の仕方を学ぶ。

『アライブ国語常識』（標準編）
漢字の読み書き、対義語類義語、
語のつながり、文学史
『LT現代文２』（第９回～第12
回）


